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東 日本旅客鉄道株式会 社 

株 式 会 社 びゅうトラベルサービス 
 
 

台湾の旅行会社への出資比率引上げについて 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１．出資比率引上げについて 

JR 東日本グループの VTS は、2014 年 7月、台湾からの訪日旅行者への鉄道パス・旅行商品の販売促進をめざし、

JALグループの株式会社ジャルパック（以下「ジャルパック」）より、同社の100％子会社だったCTT株式を49％取得し、

CTTの共同事業運営に参画しました。 

その後も台湾市場は順調に訪日旅行需要を拡大しており、特に鉄道パス利用をはじめとした鉄道による周遊旅行が増

加傾向にあります。こうした傾向を踏まえ、JR 東日本グループとの関係を緊密化し、さらなる鉄道パス・旅行商品の販売促

進や訪日プロモーションの強化を図るために、ジャルパックより17.7％のCTT株式を取得し、出資比率を66.7％（3分の

2超）に引き上げます。 

なお、台湾政府への認可申請が終了次第、株式の取得を完了する見込みです。 
 

【CTTへの出資比率】                                          全株式数46,000株 

株 主 現在の株式数（比率） 買取り後の株式数（比率） 

JR東日本グループ・VTS 22,540株（49.0％） 30,670株（66.7％） 

JALグループ・ジャルパック 23,460株（51.0％） 15,330株（33.3％） 

 
 

２．屋号（トレードマーク）の変更等 

CTTとJR東日本グループの緊密な関係を示すため、同社の使用している屋号（トレードマーク）を以下のように変更し

ます。CTT臨時株主総会（2018年1月9日開催予定）で正式に決定次第、新たな屋号を使用開始する予定です。 

 

【新たな屋号（トレードマーク）】 

 

 

 

 

 

 

※なお、CTT臨時株主総会（2018年1月9日開催予定）では、同社の役員体制の変更を予定しています。 

東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR 東日本」）は、グループ会社の株式会社びゅうトラベルサービス（以下

「VTS」）を通じて 49.0％出資している台湾の旅行会社「創造旅行社股份有限公司（以下「CTT」）」への出資比

率を66.7％（3分の2超）に引き上げることで関係者と合意しました。 

CTT の経営に JR 東日本グループの関与度をあげるとともに、共同出資先である日本航空株式会社（以下

「JAL」）グループとの提携関係を維持しながら、台湾市場における訪日旅行者向け鉄道パス、旅行商品のさらなる販

売促進や訪日プロモーションの強化を図ります。 

≪参考≫現在の屋号 

 



 

≪参考≫ CTT会社概要（2017年12月20日現在） 

 

社 名 創造旅行社股份有限公司 （英語名称：CREATIVE TRAVEL(Taiwan), LTD.） 

本 社 所 在地 台湾 台北市南京東路二段137號5F-1 

（支店：台中市、高雄市） 

設 立 1990年5月23日 

代 表 者 董事長兼総経理 高橋 大 

資 本 金 4,600万台湾元 

売 上 高 7億4,300万台湾元（2016年度） 

社 員 数 約50名 

主な業務内容 日本各地の個人旅行および団体旅行の企画・手配 

日本各地のパッケージツアーの企画・造成・販売 

JR東日本をはじめとした訪日旅行者向け鉄道パス販売、鉄道利用商品の企画・造成・販売 

世界各国主要航空会社の航空券販売 

台湾での各種媒体を活用した広告宣伝 

世界各国ビザ代理申請 

 

 


